
今回の学年通信は、遠藤先生（美術科）が作成してくださいました。 

 

 

 

 

 

中３リトリート事前学習「フィリア美術館収蔵作品について」 
第４回目のリトリート事前学習では、フィリア美術館の収蔵作家であるケーテ・コルヴィッツとミエチ

スラフ・コシチェルニアクの生涯と作品について学びました。その中で、コシチェルニアクの「聖家族の
像」という作品を囚人の身代わりとなり亡くなったコルベ神父が死の直前まで肌身離さずもっていたとい
う実話をもとに「自分のことのように感じる・表現する」と題した、ワークショップを行いました。 
生徒一人ひとりが大事にしている関係性やそれらにまつわるエピソードが文章や絵から読み取ること

ができ、「自分の事として捉える」というさらに踏み込んだ視点で学習を深めることが出来ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ～自分のことのように感じる・表現する～ 
Step①「感じる」 
コルベ神父はどのような気持ちで「聖家族の像」を肌身はなさず持っていたのでしょう。 
◆私は、コルベ神父は神様への信仰心が強く、辛い収容所生活の中で生きるための活力として「聖家族の像」を持っ

ていたのだと思いました。テレビなどで、収容所にいた人の話を聞いたことがありますが、生き残った方々は希望を

持っていることが大切だと口々に言っていました。コルベ神父もきっと生きたいという気持ちで希望を忘れないため

に「聖家族の像」を肌身離さず持っていたのだと思います。また、神様への信仰心が強いからこそ、命の大切さが分

かり、他の人のために自分の命を犠牲にできたのだと思います。コルベ神父のつないだ命がこれからも続いていくと

いいと感じました。 

◆イエス・キリストがこの世に生まれたことを表す一枚の紙片はコルベ神父にとって「聖書」だったと私は思います。

コルベ神父は、神様への強い信仰心を忘れずに密かに説教していました。どこにても神様は共におられると信じ、そ

のことを思い出すために「聖家族の像」を持っていたのだと思います。また、コルベ神父が身代わりとなったのは「聖

家族の像」があったからだと思います。イエス・キリストも人間ために十字架におかかりになったように、コルベ神

父も人のために自分を犠牲にしたのだと思いました。 

◆コルベ神父は多くのカトリックの囚人の心の支えだったそうですが、カトリックの囚人だけではなかったと私は思

いました。きっとコルベ神父は「聖家族の像」をユダヤ人の家族に例えたと思いました。少しでもユダヤ人に寄り添

えるよう、肌身離さず持っていたのだと私は思いました。 

◆厳しいアウシュビッツ強制収容所の中でも、イエス様や神様が自分のことをいつも見守り、支えていてくださると

いうことが分かるように持っていたのだと思います。きっとコルベ神父も精神的に追い詰められていたと思いますが、

その絵を見ることで心を落ち着けていたのだと思います。また、他のユダヤ人の人々にも見せることで皆が希望を失

うことのないようにしていたのだと思います。最終的には人の身代わりとなりお亡くなりになりましたが、この絵を

見て、神の教えにしたがい、隣人を助けるという心で行動したのだと思います。コルベ神父にとって「聖家族の像」

はとても大切なものだったと思います。 

◆アウシュビッツ強制収容所の生活は決してよいものではなかったはずです。そして脱走した人が出た際、コルベ神

父は身代わりとなって餓死しました。その中でコシチェルニアクの「聖家族の像」はコルベ神父にとってたった一つ

の心の支えだったと思います。また、苦しい中でも神様を信じていた証だと思います。 

◆「聖家族の像」は自分がここにいるという「存在」の意味も示していてずっと持っていたのだと思います。また、

餓死刑に選ばれた人の身代わりになった時、その人に生き延びて欲しいという希望が行動として現れたのではなかと

考えます。この「聖家族の像」は他者の幸せを神父として願うという他に、イエス様へ問いかけ葛藤していたのでは

なかと感じました。 

◆「聖家族の像」に描かれている、生まれて飼い葉桶に寝かされたイエス様の姿、そしてヘロデ王に幼子の命を狙わ

れ、エジプトに逃げていった聖家族の姿とアウシュビッツ強制収容所の囚人たちの姿はどこかで重なります。イエス

様、マリア、ヨセフの家族が本当に厳しい現実を生きてきたからこそ、コルベ神父は厳しく苦しい生活をしていても

「聖家族の像」を肌身はなさず持っていたのだと思いました。 

◆「聖家族の像」に描かれているマリア・ヨセフ・幼子イエスのようにコルベ神父は家族を大切にしてほしいという

思いから「聖家族の像」をずっと持っていたのだと思いました。また、その思いが餓死刑に選ばれた１０人のうち 1

人が「さようなら、可愛そうな女房と子どもたちよ」と言った時、「身代わりになろう」と言った理由も繋がるのでは

ないかと思いました。自分もお腹が空いていたにも関わらず、パンを分け与えたことは、イエス様が言っているよう

に「受けるより与える方が幸いである」ということと、イエス様はみんなに対して平等であり、人間みな家族のよう

な存在という考えを心にとめていたからこそできた行動なのではないかと思いました。 

◆コルベ神父が「聖家族の像」を肌身離さず持っていた理由は、収容所の中であっても「希望」を感じていたかった

からだと思います。アンネの日記や事前学習資料から収容所の中は暗くて寒かったのだと読み取れました。例えば私

が収容所にいたらきっと心が折れてしまうと思います。なので、コルベ神父は「聖家族の像」を心の支え、拠り所に

していたのではないかと思いました。また、授業でお話にあった「聖家族の像」をコルベ神父はベルトに隠してまで

持っていたというところに心打たれました。 

◆「希望」と「優しさ」を大切にして生きたかったからだと思います。神父ということでイエス様の教えや今の自分

がいる状況を絵に重ね合わせて、星が照らす「希望」、そしてイエス様が与えてくださった「優しさ」を失わずに生き

ていきたかったのだと思います。時代は、人々が間違った方向に行く中で、コルベ神父は本来の人間の理性を失わず、

苦労している人の身に寄り添う「希望」になり、また自信の命を投げ出すほどの「優しさ」はイエス様そのものだと

思いました。 

◆コルベ神父がこの「聖家族の像」を肌身離さず持っていたのは、この絵が彼自身にとって一番大切なものだったか

らだと私は思います。友人コシチェルニアクに描いてもらった唯一の絵があったおかげで、少しでも希望を持つこと

ができていたのではないかと思います。またコルベ神父の信仰心を示すものだとも思いました。 

◆私はキリストを信じます。という強い意志を失わないように、自分を支えようとして「聖家族の像」を持っていた

のだと思います。どんなに強い人でも心が弱ってしまうときはあるはずですが、その時にこの絵を見てコルベ神父は

心を入れ替えて、自分の本当に大切なものを認めていたのではないかと想像しました。過酷な環境下で、大切な人や

ものを認められず殺されたり働かされたりする中で、コルベ神父は大切なものを自分で認められたから、大切な人が

いる人のために自分を身代わりにすることを志願できたのだと思います。 

 

 

Step②「表現する」 

あなたが肌身はなさず持っていたい絵はなんですか？また、なぜその絵にしたのですか？ 
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この絵の真ん中にいる人物は自分です。大きなハートは愛を示しています。周り

からはハートを持った手が出ていて、これは周りからの愛を示しています。この絵

を描いた理由は、自分たちはたくさんの人々に支えられているということを忘れ

ないようにしたいと思ったからです。このことを覚えて周りに優しく感謝してい

きたいと思います。                       

自分の名前が「桜」なので、桜の絵から色々な「考え」が思い浮かんだことを描

きました。周りの小さい桜や桜の花びら、丸などはご先祖様や家族などを示し、人

の繋がりを表しています。また私の家族がつけてくれた名前を大切にしたいとい

う思いも表しています。 

辛い時、苦しい時、「自分は何者？」と自問自答するときにこの絵から考え導き

だすことができるような気がします。               

女の子と大きなハートを描きました。なぜこの絵にしたかというと、いつまでも

笑顔で、いつでも愛を持って生きていこうという意味を込めてこの絵を描きまし

た。今の時代、辛い事や悲しい事がたくさんある中、笑顔で生きることで、少しで

も気分が明るく元気になることができたらよいと思い描きました。そして、世界中

のみんな一人ひとりが「愛」を持っていきていけるようにということも表しました。

大きなハートを地球に見立て、女の子と赤い糸で繋がっているように描き、地球に

は愛と私たちが必要だということも表しました。          



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その絵を見る度に良心に戻る感じがするし、また世の中が平和になって欲し

いと強く思うことができる絵だからです。また、その絵を描いたバンクシーさ

んの平和への思いもすごく素敵だなと思うからです。この作品も含めてバンク

シーさんの絵は、シンプルなのにとても人を惹きつける力があって好きだから

です。                             

前に飼っていた愛犬です。この絵を選んだ理由は、この愛犬が命の大切さや動

物への愛情の注ぎ方を教えてくれたからです。私が産まれた頃に私の家にいて、

私の側にいつもいました。親に怒られた時はいつも愛犬に抱き着いて、泣き止ん

だりしていて、私の大事な兄、パートナーでした。ですが、小６の時に病気でな

くなってしまいました。私はすごくショックでなかなか立ち直れませんでした

が、今の犬がきて、自分が愛を注ぎきれなかった分、今の犬に注ごうと思ったし、

犬は私たちより長く生きられないので、たくさん可愛がってたくさん愛を注ぎ

たいと思いました。そのことを教えてくれたのがこの愛犬で、私の人生を変えて

くれました。今でも、これからもずっと大切にしていきたいです。 

喜怒哀楽などの感情を大事にしたい。嬉しいことや楽しいことはもちろん、悲

しいことや怒ることも一つの大事な思い出として残しておきたい、ということを

表しています。そして、今後何があるか分からない、無限大だということを宇宙

で表しました。私は考えすぎて忘れたくなるようなことがありますが、この絵を

持っていると大丈夫だという思いになります。          

私にとって一番愛していて安らぐのは、やっぱり家族と一緒にいる時です。

今はとても幸せですが、もし苦しい事や辛い事があって、家族とも離ればなれ

になってしまったら「家族」の絵を肌身はなさず持っていたいです。そうすれ

ば、心が安らかにいられるような気がします。そして近くに家族がいてくれる

ような気持ちに感じることができると思います。         

私が辛い時に支えてくれて、どんな時でも私の味方になってくれたのは家族で

す。楽しい時、嬉しい時、色々な事を一緒に感じてきました。なので、どんな時

も家族が私のことを大切に思ってくれているということを忘れずに、もしコルベ

神父を含むユダヤの人々と同じ立場になったとしたら、家族と一緒に過ごす日常

を希望として生きたいと思ったからです。            

 

私はケーテの自画像を選びました。なぜなら彼女の考えに深く共感したからで

す。彼女はどんなに過酷で悲惨な状態でも決して自分を見失わないためにこの絵

を描きました。そして見失わないためでなく、自分とは何者かを問い続けました。

過酷な状況の中で自分を見失わないというのは相当大変なことだったと私は思

います。実際に経験したわけではないので、そんな簡単に言うことはできません

が、この絵を見て私自身想像できないほどの辛さと彼女の絵を簡単に短時間で描

くものではないと感じましたが、絵を描いてみて彼女がこの絵を描いていた時の

気持ちが分かるような気がしました。              

悲しかったり辛かったり、精神的に疲れた時、私を支えてくれるのは「言葉」

でした。悩みを快く聞いてくれる人が私にかけてくれる言葉があったからこそ、

嫌な事があっても前向きに生きていける言葉の力を毎日身近に感じています。

私が特に大切にしているのは自分の進む道、自分の喜び、幸せのためにはまず自

分自身が自分を理解していなければならないということ、それはまさに「花は自

らの喜びのために花を咲かせる」という言葉の通りだなと強く感じました。この

言葉に出てくる「花」はきっと美しいだろうなとすべての思いを込め、私の一番

好きな花を描きました。                   

私は「決断」を表す絵を持っていたいです。なぜなら、一つひとつの行動や発

言に対して、少し立ち止まり考え、決断したいと思うからです。相手は自分の行

動を良いと思うのか、その発言は良い発言なのか、先を考え、相手のことを考え、

自分の行動や発言に責任をもっていられるようにこの絵を持っていたいです。ま

た物事が良い方向にいくか、悪い方向にいくは自分の決断次第だということをこ

の絵は表しています。                     

夜明けの風景が好きなので、暁の空に光る星と山から見えるぼんやりとした

朝日の陽光を描きました。 

私にとって夜明けは「これから始まる」という感じがして好きなのです。 

 

母が読んでいた本の一面にあった絵です。とても前に偶然見つけた絵なので、作

者や作品名は分かりません。しかし絵をみる限りまだ幼い子どもが描いたものなの

かなと思います。この作品には二人の人の手が一緒に花束を持っている姿が描かれ

ています。色調は明るいのですが、余計な線が一本もなく、とてもシンプルな作品

です。二人の人の手が一つの花束を握っていて人と人との協調性を表しているのだ

と感じます。シンプルで可愛い絵ですが、作品のメッセージを考えるととても温か

い気持ちになります。この絵は一日の中で特に長い時間を過ごしている私の部屋に

３年間飾り続けています。とても薄い紙なので持ち歩くことはできませんが、携帯

電話の背景画像にするなどして工夫して持ち歩きたいです。    

私が肌身はなさず持っていたい絵は、私が飼っている猫の絵です。なぜ、飼って

いる猫を描いたかというと、私がどんなに辛い時や嫌な事があった時でも、猫を

見ると癒されるからです。同様に、猫の絵を見ると「もう一度がんばろう」という

思いになれるからです。また、猫とずっと一緒にいたいのですが、家でしか会うこ

とができないので、この猫の絵を持っていれば、猫と一緒にいるような気持ちに

なれると思ったからです。                    

 

自分と家族、または親友が笑っている絵を持っていたいです。なぜなら、気分が

落ち込んだ時にその絵を見たらきっと自分の心も穏やかになるし、笑顔になれる

と思ったからです。また、この絵に描かれている自分と絵を見ている自分を比較す

ることができるからです。私は過去の自分と今の自分を照らし合わせ、何がどのよ

うになったか感じ取ることが好きなのでこの絵をもっていたいと思いました。                 

                               

 

私が家族の絵を描いた理由は、私にとって一番大切な存在だからです。いつど

んな時でも、家族は家族なので、絶対にも守ってくれる存在であり、そのような

家族をいつも心に留めておきたいからです。もじゃもじゃした表現は世の中に起

きている出来事で、大変なことが起っても家族という膜で支え守るという意味で

す。                         

 


